
































































































































































































































































































































































































































































































4) ｢天｣ (『中国思想文化事典』 p.3　東京大学出版会　二〇〇一一ヰ七月)
5)張説｢弔囲蕩文｣については前稿｢唐代弔文小考一陳子昂と張説を軸として-｣
(『国学院中国学会報』五〇)ですでにふれた｡
6)ただ,両作品の視点には差異がある｡ ｢雲漢｣は為政者宣王の視点であり, ｢弔
道程文井序｣は下級官僚の濁孤及の視点から描かれている｡ ｢雲漠｣は為政者宣
王が自らの執政を正当化し,なぜ雨を降らせないのかと天に問いかける｡一方
｢弔道程文井序｣は卜級官僚の猫孤及が,日晒した惨状を天に問いかける形式
をとり,暗に天子の失政を批判しているのである｡ ｢弔道程文井序｣の主眼は失
政の批判にある｡
